
 

 

中延学習習慣     
 R6.4.20. 

               
（１） 学習の始め方、終わり方 

・ 先生の指示、または係が号令をかけ、授業の始まりと終わりを明確にしましょう。 

・ 次の時間の準備をしてから休み時間に移るようにしましょう。 

 

（２） 話の聞き方 

・ 話をする人の顔を見て、聞きましょう。 

・ 手はひざの上におきましょう。 

 

（３） 発言の仕方 

・ 静かに挙手をしましょう。 

・ 指名されたら、「はい」と返事をして立ち、椅子を机の中にいれてから発言しましょう。 

「はい」→立つ→「～です。」 

（４） 話し方 

・ 聞き手の方を見て話しましょう。 

・ 質問に対しては、文末まで意識して話しましょう。「～です。」「～だと思います。」等 

 

（５） 学習用具のきまり 

・ 筆箱の中 えんぴつ５本、赤えんぴつ(赤ペン)、消しゴム、１５cmくらいの直定規 

・ えんぴつを正しく持って書きましょう。 

・ 下じきを使いましょう。 

・ 持ち物には必ず記名をしましょう。 

 

（６） 教科書の持ち帰り 

・ タブレットは、毎日持ち帰ります。 

・ 国語、算数の教科書、宿題に関するものは持ち帰ります。その他の持ち帰りについては、担任

の先生から指示があります。 

 

（７） その他 

・ 姿勢良く座りましょう。お腹と机、背中と背もたれの間隔はこぶし１つ分あけましょう。 

・ 学年ごとに決められたノートを使いましょう。（各担任） 

 

使用するノートの基本的な考え方としての例 ※ 

① マス目のあるノートを使用する。 

・ 字の大きさや間隔をそろえて書くことができる。 

・ 書く量や時間の具体的なめあてをもつことができる。 

・ マス目をつかって、図・表・グラフを簡単に書くことができる。 

② 算数は授業用ノートと計算練習用ノートの２冊を使い分ける。 

・ 授業内容が振り返りやすくなる。 

・ 計算のどこを間違えているかはっきりわかる。 


